
list2.txt
入力：次の というプログラムの動作を、順を追って説明してください。（ここにスケッチを添付する）Hello Server
：GPT

このプログラムは、 ベースのマイクロコントローラで動作する サーバーを設定します。以下に、プログラムESP32 Web
の主要な部分とその動作について説明します。
★セットアップ
１． 関数では、 接続が確立されるのを待ち、成功したら アドレスをシリアルコンソールに出力しまsetup WiFi IP
す。
２． レスポンダーが開始され、デバイスは でアクセスできるようになります。mDNS picow.local
３． サーバーが開始され、特定の にアクセスすると、定義されたハンドラ関数が呼び出されます。Web URL
★ルートハンドラ
・ この行は、ルート （例： ）にアクセスがあっserver.on("/", handleRoot); URL http://picow.local/
た場合に 関数を呼び出します。`handleRoot`
・ 関数では、ビルトイン がオンになり、クライアントにテキストメッセージが送信され、最後にhandleRoot LED LED
がオフになります。
★その他のハンドラ
・ この行は、 にアクセスがあった場合に、ラムダ関server.on("/inline", []() {...}); /inline URL
数が呼び出され、クライアントにテキストメッセージが送信されます。
・ この行は、 にアクセスがあった場合に、ラムダ関数がserver.on("/test", []() {...}); /test URL
呼び出され、クライアントに イメージが送信されます。SVG
・ この行は、 にアクセスがあった場合に、ラムダ関数が呼びserver.on("/gif", []() {...}); /gif URL
出され、クライアントに イメージが送信されます。GIF
★フック
・プログラムには、特定の パスにアクセスがあった場合にトリガーされるいくつかのフックも含まれています。これらURL
のフックは、リクエストのダンプ、特定の へのアクセスの失敗、無用なウェブフックのパスなど、様々な動作を行URL
います。
★メインループ
・ 関数では、 が呼び出され、 サーバーがクライアントのリクエストを処理しloop server.handleClient(); Web
ます。また、 が呼び出され、 レスポンダーが更新されます。MDNS.update(); mDNS
このプログラム全体を通して、 は サーバーとして機能し、クライアントからの リクエストに応答してESP32 Web HTTP
様々なコンテンツを提供します。
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